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緒 言  

現在、我が国におけるそさい類および作物の栽培においては、地温変化の制御、  

土壌水分の調節、土壌浸食の防止、収盈や品質向上、雑草の抑制等を目的に、ポ  

リエチレンフィルムによるマルチ栽培が広く普及している。   

ところが現在、マルチ資材と して一般的に広く使用されているポリエチレンフ  

ィルムは、難分解性のため土壌環境へ藩影響を及ぼすことから、作物の収穫後に  

多大な労力をかけ除去されているのが実状である。   

それに併せて、平成9年の廃棄物処理法等の改正により、マルチ資材として大  

盈に使用されてきたポリオレフイン系ビニール等の廃棄物は、産業廃棄物として  

位置づけられ、これらの適正処理が義務付けられることになり、野焼きや不法投  

棄といった行為は厳しく罰せられることとなった。   

このように社会の環境保全への関心が高まるなかで、紙マルチの利用は、資源  

の有効利用・ポリマルチ焼却時の環境汚染回避、使用後の処理労力軽減等、様々  

な利点があり、省力・省資源化技術の一遼としても有力であると考えられる。ま  

たこの資材は、従来のマルチに比較して透水性が高く、遮熱効果も大きく、地温  

の上昇を抑える特性を持つと考えられ、高地温を嫌う野菜類の安定生産のために  

も有効に利用できる可能性がある。そこで本研究ではこの点に着目し、低コスト  

で環境への負荷も少ないマルチ資材として、細かく破砕した古紙について、その  

利用適性を探るものと した。   

それに合わせ過去、多くのマルチ栽培に関する研究がなされてきたが、その  

調査対象は、主に土壌肥料、栽培作物に対する有効性、経済性、気象条件等個別  
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について着目したものが多い。また土壌物理分野での研究においても個々の分野  

を対象としたものが多く、総合的な調査研究は少ないというのが現状である。そ  

こで数種類のマルチ資材について、土壌物理牲に関する影響を夏と冬の2シーズン  

に分け行った。そしてそれぞれの結果を比較検討したうえで、各種マルチ資材の利  

用特性を総合的に探るものとした。  

既往の研究  

（1）土壌の孔隙及び浸入（透水性）についての知見  

Baeumerl）らは、降水は耕運層には急速に浸入するが、耕運された土層の下層  
へはゆっく り と浸入するとしている。またわらなど植物磯波を敷いた不耕起マル  

チでは、作土層に生ずる中程度から、それより小さい孔隙の増加が土壌保水力増  

強の結果となり、下層への浸入に際して抵抗を示す。これは、軽しょうから申く  

らいのローム土壌において典型的である、と している。  

Ebler2〉 は、シルト質埴壌土の不耕起マルチ下では、下層への浸入が増加する  

と報告している。これは、大きな細孔の連続性が耕運作楽機によって分断されな  

いこと、ミ ミズなど土壌生物の活動により、表面から下層までの細孔が維持され  

ているからである、と している。   

Griffitb3）らは、多くの研究者の報告を整理して次のような結果を示している。  

アメリカ合衆国オハイオ州（シルト質土壌）における長期間の研究は、慣行の耕  

運法よりも、表面マルチ及び不耕起の方が浸入が大きかった事を発見した。   

Linds七rom4〉 らは、埴壌土の圃場で、10 年間不耕起マルチを続けたトウモロ  

コシ畑では、浸入は低下する、としている。   

鈴木、大呂らのビニールフィルムマルチ栽培に関する研究5）によると、土壌  

の固相率はマルチ自身の効果よりも植生からの影響が強く、植生の存在は同相率  

を低下させる傾向がある、としている。  

（2）保水性についての知見   

Lal6）は、不耕起マルチ区の水分保持機能は慣行の耕運法よりも商いことを発  

見した。 

Ike7）は、不耕起の方が慣行の耕運法よりも土壌水分が高く、マルチ被夜した  

表面は、相対的に安定した水の浸入を維持するとしている。   

Blevins ら8）は、ケンタッキー州（土性はシルト質壌土）で、殺質されたペル  

ニヤ牧草を植物磯波として残し、そこへ播種された不耕起トウモロコシと、プラ  

ウ耕の裸地で比較し、土壌水分は季節を通じて殺草した牧草下で多かった、とし  

ている。  

（3）透水性への影響   

で貢plettら9）は、シルト質壌土の圃場における浸入は、プラク耕された裸地よ  

り表面残渡等による不耕起マルチ区の方が多い事、さらに残漆の盈、厚みが増加  

するほど浸入は多くなる、としている。このことは、新しく耕運された土壌は、  

水の取り入れが多いが、降雨による土壌クラスト形成によって、浸入盈が急に落  

ち込むことになる、としている。しかし、マルチで覆われた衆面は、一年中を通  

じて相対的に安定した水の浸入を維持する。結論的には、これらの長期間の研究  

は、表面マルチ及び不耕起マルチ区の侵入は慣行の耕運法よりも多い事を明らか  

にした。  

（4）保水性への影響   

Baeumer ら10）は、マルチが雨滴のL衝撃エネルギーを吸収するので、土壌表  
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面をマルチで櫻うことは、土壌表面を保護し、雨滴の衝撃を減じ、土壌の膨軟性  

を保持することになる。それ故、不耕起は一般に表面流失を減少させる、として  

いる。   

Harrold ら1＝は、トウモロコシの不耕起マルチ栽培における表面流出は、慣  

行耕運法の1／3に減じることができ、水を保全するのに効果的である、と してい  

る。   

Jones ら12）は、トウモロコシの場合、根域 45．7cm 深さの位置での土壌水分  

は高いとしている。このことは、マルチが蒸発損失を減少させ、表面からの浸入  

を維持していることによる、としている。   

Bond ら13）は、残漆によるマルチ厚が増加すると、蒸発が減少する、として  

いる。   

Baeulner ら14）は、多くの実例を要約、北部アメリカの湿潤地帯の土壌（シ  

ルト質壌土）では、不耕起マルチが慣行耕運法より 30～60cm の土壌層で高い土  

壌水分を示したことを紹介し、不耕起マルチが乾燥地帯では土壌水の保全に対し  

て極めて有効である、と している。  

（5）地温への影響   

圃場における熱収支は、まず放射交換から行われる。その放射交換の地表面に入  

射する大部分は、太陽放射のエネルギーである。太陽放射の一部は、大気によって  

吸収、錯乱され最終的に地上に到達するのは太陽放射の約半分にしかならない。た  

だし、大気中で反射、錯乱された一部も地上に到達している。   

アルベドは、反射係数のことである。この係数は、地薮面の色、粗さ、そして太  

陽高度によって変化する。この係数は、季節的な変化はない。本測定で用いたマル  

チングの資材のアルベドは、裸地では 5～15％、黒色ポリエチレンフィルムでは裸  

他の約半分の 2．5～7，5％、ロール状古紙は 35～45％、ワラは 20～30％、細砕古紙  

では、雪面と同程度と考え40～60％と考えられる。15）   

入ってくる放射全体と出ていく放射全体との差は、純放射といい、次のような式  

で表わされる。  

Jn＝Js（1－reや＋Jl  

ただし、Jn：純放射エネルギー、Js：入射短波放射フラックス、ref：アルベド係数、Jl：入射長波  

放射フラックスである。  

Tanner，Lemon，（1962）ら16）によると平均純放射盈は入射短波放射フラックスの約55～70％の大  

きさである。   

純放射の一部は熱に変えられ、土壌、植物、大気を暖めるのに用いられる。また、植物によって  

代謝過程（光合成など）に取り込まれるものもある。それらを式で表わすと次のようになる。  

Jn＝E＋S＋A  

ただし、E：潜熱（蒸発に用いられるエネルギーフラックス）、S：貯留熱（地温を暖めるエネルギー  

フラックス）、A：顕熱（空気を暖めるのに用いるエネルギーフラックス）  

この式を変形すると、次のようになる。  

S＝Jn一澤＋A）  

ここで、純放射エネルギーのうち、光合成や呼吸などに用いられるエネルギーは微小と一般的に考え  

られるため無視した。Lemon（1960）17）によると光合成や呼吸などに用いられるエネルギーは純放  

射蟄の5％以下である。   

以上より、地温を変動させるのは貯留熱である。よって、純放射エネルギーが大きく、潜熱、顕熱、  

長波放射などで失われるエネルギーが小さければ、貯留熱は大きくなり地温が上昇すると考えられる。  

Decker（1959）18）、でanner，Pelton（1960）19）によると貯留熱の大きさは純放射盈の5～15％のオ  

ーダーである。  
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実験方絵  

三重大学附属農場の畑地に、幅50cm、長さ600cmのサイズで5畝造成し、黒ビニール、紙シー  

ト、わら、古紙（シュレッダーで3mmX13mmのサイズに細砕したもの）による4マルチ区、並び  

に裸地区を設けた。実験期間中、就験圃場では地温、土壌水分盈、作物の成長、土壌の三相分布、土  

壌の透水係数の測定を行った。調査期間は2000年6月7日～8月16日を夏季とし、とうもろこし  

を指標作物とした。2000年10月18日～2001年1月12日を冬季とし、ダイコンを指標作物とした。  

土壌の三相分布実験用土壌の採取は耕運前の圃場で無作為に表層、0～5cm深、  

5～10cm 深、10～15cm 深においてそれぞれ3地点で採取した。耕運後に  

ついても同様の方法で採取した。また最終的にトウモロコシの収穫後それぞれの  

うねについて、深度0～5cm、5～10cm、10～15cmからサンプルを2個所ずつ採取  

し、土壌三相に占める園相率を求めた。使用圃場において、耕運彼のまだうね立  

てを行う前に、無作為に選んだ3地点について深さ 0～5cm、25～30cmの土壌を  

採取し土壌の透水係数を測定した。また観測期間終了∴後、圃場の各うねごとに表  

層0～5emの土壌をそれぞれ3地点ずつ採取し、土壌の透水係数を測定した。   

地温の測定は、各マルチ区の 2個所で表層、5cm深、10cm深、15cm深に温度  

計センサーを差し込んで測定した。測定日時については14 時前後に週一回のペ  

ースで行うものとした。また、1日の時間変化を測定するため9：30、12：00、14：00、  

16：30に測定を行った。   

土壌水分盈は、テンショメーターを用い、地下10cm の土壌水分張力を測定し  

た。測定日時は地温に準じ週一回のペースで同時刻に測定した。   

作物の生育については、夏季のトウモロコシでは、収穫時における最終草丈  

および、その時の根の展開状態について調査した。冬季のダイコンでは、期間内  

で、毎週一回草丈を調査した。  

実験結果   

（1）固相率   

固相率は、わら＞紙シート＞黒ビニール＞裸地＞古紙の順に大きくなった。   

土壌の三相に占める固相の割合を表わしたグラフを図．1、2、3に示す。図．1、  

2、3いずれについても耕運により固相率の低下が見られ、この傾向は土壌が深く  

なるほど顕著に表れた。マルチングによる固相率の変動は、図．1、2 に示した深  

さ 0～5cm、5～10cmいずれについても明確な変化が見られなかった。図．3に示し  

た深さ10～15cmでは、裸地も含めて全ての区画で固相率の低下が見られた。  

図．1深さ0～5¢mにおける三相に占める固相率  
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図．2 深さ5～10cm における三相に占 める固相率  

図．3 深さ10～15cmにおける三相に占める固相率  

注：古紙の成長藩はうねの排水路側半分、良はその反対側を示す   

（2）透水係数   

土壌の透水係数の各値を表．1に示す。この結果を見るとまず耕運直後の値では、  

深さ2 5～30 c mでの値が深さ0～5 c mに比べ著しく小さかった。また栽培  

期間終了後の透水係数は裸地では耕運直後とほぼ等しく、古紙、紙シート、黒ビ  

ニール、わらの順に高い値を示したが、いずれも10‾3cm／s のオーダーで、マル  

チによる明瞭な影響は見られなかった。  

表．1栽培前後における透水係数の値   

耕  深さ （cm）   透水係数 くcm／＄）  
運  
直  

0・｝ 5   1．1×10－3  
後  25～ 30   2．6×10－5   
深さ 0～ 5（cm）   透水係数 （¢m／＄）  

1．93×10‾3  

栽 培 期 間 終 了 後          畏ビニール     紙シート  ト88×10－3   わら  2．36×10－8   古紙  1．51×10－3   裸地  1∵ト8〉く10‾8   
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（3）夏季地温   

2000年6月 24日から同年8月16日に測定した平均地温を図．4に示す。これよ  

り、黒ビニーールは0～15cm深まで裸地の地温を下回ることがなく最も高い慣を示し、  

次に高いのが裸地で、他のマルチは金屑を通して裸地よりも低い償を示している。  

地温（Oc）  
25  27  29  31  33  35  37  39  

（
∈
0
）
仙
終
 
 

ゆ黒ビニール軸一転－1紙シート‥墟＝ わら【・浄・・ 古紙－一例一棟地  

図．4 夏季の平均地温   

（4）冬季地温   

2000年10月18日から2001年1月18日に測定七た結果を図．5に表わした。こ  

れによれば、黒色ポリエチレンフィルムは0～15cm深まで裸地の地温を下回ること  

がなく最も高い催を示している。ロール状古紙は0～10cm深までは裸地よりも低い  

が15em 深では、微小であるが裸地よりも地温が高くなっている。ワラは 0～5cm  

深では裸地よりも低いが10～15cm 深では裸地よりも高くなっている。細砕古紙で  

は、金屑を通して最も低い値を示している。  

地温（Oc）   
10  11  7  8  g  12  13  
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一一－一黒ビニール ーー一紙シート ‥▲・・わら －－＞ト・古紙 －－儀一・－・・・一棟地  

図．5 冬季の平均地温   

（5）わらマルチの断熱効果   

冬季では、ワラの地温が相対的に上昇したが、この現象は、ワラの断熱効果が強  

く働いたためと考えられる。2000年2月 2日に測定した地温の日変化データ（図．6、  

図．7 参照。図中「－1」はマルチング資材表面を表わす）によると裸地とワラ以外  

のマルチでは、日変化が大きい（それぞれ10cm 深で、黒色ポリエチレンフィルム  

は 2．4℃、ロール状古紙は1．6℃、細砕古紙は1．7℃、裸地は 2．95℃）のに対して、  

ワラマルチでは、著しく小さく（0．7℃）なっていることがわかる。  
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図．7 裸地   
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図．6 ワラ  

（6）夏季土壌水分盈   

栽培期間の土壌水分盈の変化は図．8 に示したとおりである。図．8 によると、  

7月1日までの水分螢にマルチ資材どうしの適いや裸地との比較でも変化は見ら  

れず、その催も極めて小さかった。これは梅雨の時期であったため土壌の水分が  

飽和した状態であったためであると考えられる。梅雨以降の結果を見ると水分の  

変動を表わすグラフの傾きは裸地＞わら＞紙シート＞古紙＞黒ビニールの順に大  

きくなった。   

（7）冬季土壌水分盈   

栽培期間の土壌中水分盈の変イヒは図．9のとおりである。図．9によると、1  

1月22日から12月20日まセに、裸地の水分盈が急激に減少一増加を示した。  

この期間、黒ビニールの水分盈が高い値で一定に推移した以外は、マルチ資材に  

よる差はほとんど見られなかった。いずれにしても今回の調査期間は雨の降った  

日が多く、全体的に水分盈は高い儀で推移する結果となった。  
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鼠8各マルチごとの土壌水分塵の変遷  

（夏季：トウモロコシ拙  

一瓢9各マノ棚登の変遷  
く冬教組秘部   

（8）作物生長盈   

各マルチ資材ごとのトウモロコシの最終草丈の平均を図．10に示し、その標  

準偏差を表．1に示した。図．10によると紙シート、わら、黒ビニールの成長が  

よく、裸地の草丈よりおよそ＋35cmほど大きかった。また古紙についても、これ  
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には及ばないが、＋20cm ほど大きく成長した。衷▲2 により標準偏差の値は古紙  

＞わら＞裸地＞紙シート＞黒ビニールの順に大きかった。これは草丈の成長のば  

らつきを表わすものであり、この値が大きいほど個体差が大きくぼらつきがある  

ことを意味する。古紙マルチ区では、南北に設けた畝の南半分のトウモロコシの  

生育が著しく阻審され、標準偏差を大きくする結果となった。北半分の生長は他  

のマルチ区と遜色ないことから、この生育阻審の要因は、植栽部分の土壌に何ら  

かの障督があったもので、古紙マルチの影啓ではないと考えられる。   

次に根の状態を見ると、発達の順番は、わら≒紙シート≒黒ビニール＞古紙＞  

裸地という結果となった。しかし詳しく根の状態を見ていく と、まずわらが平面  

展開型、紙シートが全方位展開型、黒ビニールが鉛直展開型で成長も良く、古紙  

が全方位展開型、裸地が鉛直展開型となり、生長は前者より劣った。   

各マルチ資材ごとにダイコンの草丈の変化を図．11に示し、その最終的な草  

丈の標準偏差を褒．3 に示した。図．11によると期間を通してわらの成長は一番  

良く、その大きさも他と比べ抜きんでていた。つぎに紙シート、凰ビニールの成  

長がほぼ同じ程度の成長推移で続いたが、期間の後半は若干紙シートの成長が鈍  

ってきた。また裸地については前半は紙シート、黒ビニールと同程度の成長が続  

いたが、測定開始4週目にはほぼ成長がストップしてしまった。棚方、古紙にっ  

いては当初から著しく成長が悪く、測定開始3週間目にはほぼ成長がストップし  

た。最終的な草丈の大きさはわら＞黒ビニール＞紙シート＞裸地＞古紙という順  

になり、その各マルチ区の標準偏差は紙シート＞巣ビニール＞わら＞古紙＞裸地  

の順になった。   

泰．2夏季とうもろこし草丈に関する指琴  

紙シート   古紙   わら   裸地   黒ビニール   

平均草丈cm   128   108．3  127．93   92．53   128．13   

標準偏差   15．ヰ1   26．22   1g．78   17．47   15．38   

表．3 冬季ダイコン草丈に関する指標  

紙シート   古紙   わら   裸地   黒ビニール   

平均草丈Gm   19．8   臥40   25．80   12．80   22．30   

標準偏差   5．55   1．51   2．44   0．71   4．68   

ペーヅち一  蹴古紙  －ぜ㌣－わら  

ーーう←徳地  －づト・－黒ビ＝「ル  

・空一三ご…  
11／9盈   

11／1  図．10 夏季とうもろこしの調査期間最終の草丈  鼠11冬鰍   
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考察  

（1）夏季のマルチング効果  

・土壌の膨軟性   

三相分布について見ると、表層から深さ 0～5cm、5～10cmいずれについてもマ  

ルチによる差異が見られなかったことは、排水不良条件も影響していると考えら  

れるが、何より対象とした期間がわずか1シーズンと短かったことが大きいと思  

われる。また土壌中に、膨軟化に大きな役割を演じるミミズ等の土壌生物の生息  

数があまり多くなかったことも関係していると考えられる。よって第2牽既往の  

研究の不耕起栽培に関する成果を考えると、今後は、不耕起栽培による試験も検  

討していく必要があると考えられる。一方深さ10～15cmにおいて裸地も含めて  
全てのうねで固相率の減少がほぼ同じ程度見られたことは期待したマルチの効果  

というよりも、むしろ単純に栽培作物の根の展開による効果が現われたためと推  

定される。そのことは第2牽既往の研究に戟せた記述5）とも一致する。  

・土壌の排水性   

農場の畑は、傾斜地を切盛して階段状に造成したもので、耕運直後の圃場の透  

水係数から、圃場の層位は、深さ0～25c m位までが盛土層、それ以下が固結  

した難透水性の原地盤となっている。耕運直後の深さ0～5c mでは、土性とし  

てはシルトであり比較的排水は良好であると推定される。また栽培終了後、透水  

係数は各マルチ区とも微増したに過ぎず、明瞭なマルチの効果は現れなかった。  

夏季の地温に着目すると、マルチ資材の種類により前述の実験結果のような差が  

生じた最も大きな要因は、今回の調査が日射畳の大きい夏季であったことから、  

各マルチ資材のアルベドによると考えられる。地表面の代表的なアルベドが、森  

林10～20％（常緑樹～落葉樹），畑土15～25％，砂地18～40％，土壌5～40％  

（暗黒，湿潤，明るい，乾燥），水面3～100％（天頂角），海30～45％（波），雪  
面40～95％（音響～新雪）とされている。これらと比較して今回用いた資材のアル  

ベドは古紙＞紙シート＞わら≫裸地＞黒ビニールと考えられるからである。  

・保水性   

土壌水分の変動については、マルチ区間で特徴的な差が生じた。その要因とし  

ては、マルチ資材の水分に対する透過特性が考えられる。すなわち、黒ビニール  

は降水や蒸気を遮断し、紙シート、古紙は抑制、わらは透過しやすい特性を持っ  

ている。裸地は抑制要因がないため、乾湿の変動が最大になったと考えられる。  

またこれ以外の要因として地温との関連も考えられる。一般に土壌内の熱伝達に  

関しては、不飽和状態における土壌水分は、水の形でも、また、水蒸気の形でも  

高温部から低温部に移動しようとする。乾燥時に最も水分盈の高かった黒ビニー  

ル区では高温の表層から低温の下層への永分移動が活発だったと考えられる。   

しかし土壌水分盈の変化に関して、マルチ資材の乾燥に対する傾向とその理由  

は解明できたが、降水の耕土への浸透に対する抑制効果については、マルチによ  

る効果が見られなかった。このことは臥7に示した降雨と図．6に示した土壌水  

分盈を比較した時、その関係にタイムラグや関連性が無い部分が見られているこ  

とから、圃場の排水性が極めて悪く、うね間に残った水の横浸透等の影響が大き  

かったためと考えられる。  
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（2）冬季のマルチング効果  

・地温   

地温については今回、冬季の実験ではマルチングの保温効果に注目した。今回  

の結果について見ると、黒ビニール、わら、紙シートについては保温効果が静め  

られた。しかし古紙については、むしろ地温を下げる効果が生じた。これには日  

射盈、アルベド、顕熱、潜熱が深く関係していると考えられる。  

・アルベド   

まずアルベドは古紙＞紙シート＞わら≫裸地＞黒ビニールの順に大きいと考え  

られる。一般的にアルベドが小さいほど、日射による土壌に伝わる熱は大きいか  

らである。  

・顕熱   

顕熱については、直接気温と地表の温度差で奪われる熱であり、裸地＞古紙≫  

紙シート＞黒ビニール＞わらとなると予想される。なお古紙の億が大きいのは、  

古紙が土壌と一体化して裸地と同じような特性を示したからと考える。  

・潜熱   

潜熱については蒸発により奪われる熱であり、これは夏季、冬季両方の土壌水  

分盈の結果から、裸地＞わら＞紙シート＞古紙＞黒ビニールの順に大きいと考え  

られる。しかし今回は晩秋～冬季ということもあり、蒸発による潜熱の健は、顕  

熱、日射よりも地温に及ぼす影響が相対的に小さく■、気温が下るほどこの傾向は  

大きくなると思われる。臥6、7 からわかるように、厚い空気層を伴うわらマル  

チは、断熱効果に優れており、そのため裸地よりも地温が高くなっている。なお  

わらマルチの断熱効果は深くなるほど顕著になり、深さ15cmで一番高い値を示  

した。これは、土壌の深い部分では日射より顕熱の影響が大きかったためと考え  

られる。また古紙についてはアルベドが大きく、土壌とマルチの閤に断熱効果を  

発揮する空気層がなく、錬熟も裸地なみに大きいためと考えられる。  

・保水性   

土壌水分急については測定期間内を通して雨や遜りが多く、11月 22日から  

12月20日の期間しかマルチの保水効果を見ることが出来なかった。しかしこ  

の期間では裸地の急激な乾燥に対して、他のマルチ区では水分を保持し続け、結  

果として蒸発抑制効果があったといえる。   

夏季と比較して冬拳のマルチの保水効果については裸地との間のみに顕著な差  

が見られたが、マルチ資材間には明確な差は現れなかった。これは、蒸発エネル  

ギー源の純放射が小さいなかで、マルチングの蒸発遮断効果が顕著に現れたため  

と考えられる。  

（3）作物生育に関する効果   

夏季栽培のトウモロコシの生長に関しては、マルチングの効果は明確に現れて  

いるが、地温や土壌水分盈、他土壌物理性との関連は、はっきりしない。10cm深  

の土壌水分盈（図．8参照）から、裸地がどのマルチ区より乾燥していることが  

わかることから、さらに下層の土壌水分盈が生育差の要因と考えられる。   

冬季栽培のダイコンの各マルチ区間の成長差を見ると、その適いは15 cm深の  
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地温が高いマルチ区の順番に成長も良くなった。そしてその傾向は冬が深まり気  

温が下がるほど顕著になった。一方夏季に比べ、土壌水分盈に関しては、冬季は  

日射が弱く、蒸発も極めて少なく、結局、水分最の各マルチ区間の差があまり無  

く、成長への影響は小さかったといえる。これらのことから成長に与えた最も大  

きな要因は地温であったと考えられる。また最終的な草丈のばらつきは、標準偏  

差の値を見ても成長が悪い区ほどばらつきは小さくなる傾向を示した。これは冬  

季という作物生育限界のもとで、作物の低温耐性に関する個体差が現れたもので  

ある。   

っぎに実験全体で見ると、マルチ資材による透水係数の増加や、圃相率増加等  

の土壌物理他の改良は、冬季ということもあり、土壌生物の活動も鈍く、また作  

物の成長もマルチ掛けの効果を加えても本来のそれに比べ鈍かったため、ほとん  

ど得ることはできなかったといえる。しかし土壌水分盈については裸地との比較  

では効果が見られた。また地温については、明確な効果が得られたことからも、  

気象に対する各マルチ特性をつかめた。  

摘要  

マルチ資材の種類による土壌物理性、地温、土壌水分盈、作物の生長への影響を夏季，冬季につい  

て調べた。固相率・透水係数・硬度など土壌物理性においては，マルチ資材の影響は見られなかった。  

地温については、夏季において、黒ビニールは地温上昇効果、他のマルチ資材は地温低下効果を示し  

た。冬季において、黒ビニール、わら、紙シートは地温上昇効果、古紙は地温低下効果を示した。土  

壌水分盈は、すべてのマルチ資材で夏季・冬季いずれにおいても水分保持効果を示した。作物の生長  

については、夏季についてはマルチングの水分保持効果により、生長を促した。一方、冬季では、古  

紙マルチ区では地温低下により生長を阻審されたが、他の資材では、地温上昇効果により生長を促進  

した。  
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